
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
課
題
に

加
え
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
売
上
げ

の
減
少
や
、
最
低
賃
金
引
上
げ

な
ど
の
施
策
が
、
体
力
の
乏
し

い
中
小
企
業
の
生
産
性
を
さ
ら

に
低
下
さ
せ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ

禍
を
一
つ
の
転
換
期
と
捉
え
、

中
小
企
業
に
お
け
る
業
務
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
よ
る
Ｄ
Ｘ
の
推
進

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
Ｒ

Ｐ
Ａ
活
用
に
よ
る
定
型
的
な
作

業
の
自
動
化
な
ど
、
Ｄ
Ｘ
は
必

業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
い

従
業
員
数
で
も
生
産
性
の
向
上

や
事
業
拡
大
を
可
能
な
も
の
に

す
る
た
め
、
中
小
企
業
の
Ｄ
Ｘ

推
進
は
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

理
事

現
在
、
市
内
中
小
企
業

の
Ｄ
Ｘ
の
推
進
を
後
押
し
す
べ

く
、
生
産
性
向
上
の
支
援
と
し

て
、
製
造
現
場
に
専
門
家
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
派
遣
し
、各

企
業
に
応
じ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を

問

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
よ
り
、
小
中
学
生
に
１
人
１

台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
配
布
さ
れ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
今
ま
で
以

上
に
身
近
な
も
の
に
な
る
一
方

で
、
負
の
側
面
に
対
す
る
大
人

の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
小
中

学
生
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

率
の
増
加
と
と
も
に
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
で
誹
謗
や
中
傷
を

さ
れ
る
と
い
っ
た
嫌
が
ら
せ
を

受
け
る
、
い
わ
ゆ
る
ネ
ッ
ト
い

な
い
ま
ま
利
用
す
る
と
、
意
図

せ
ず
犯
罪
や
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
、
結
果
と
し
て
加
害
者

に
も
被
害
者
に
も
な
り
得
る
可

能
性
が
生
じ
る
。子
供
た
ち
を
ネ

ッ
ト
上
の
リ
ス
ク
や
脅
威
か
ら

守
る
た
め
に
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
適
切
に
使
い
こ
な
す
ネ

ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

教
育
次
長

児
童
生
徒
用
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
は
、
自
ら
学
べ
る
情

―
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
職
域
接
種

に
つ
い
て
―

問

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る

自
治
体
の
負
担
を
軽
減
し
、
接

種
の
加
速
化
を
図
る
目
的
で
、

６
月
か
ら
企
業
や
大
学
で
職
域

接
種
が
始
ま
っ
て
い
る
。
当
初

は
、
従
業
員
１
０
０
０
人
以
上

で
常
駐
の
産
業
医
が
い
る
事
業

所
が
対
象
で
あ
る
が
、
中
小
企

業
に
対
し
て
は
、
商
工
会
議
所

副
市
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
促
進
す
る

上
で
有
効
な
方
策
で
あ
る
が
、

実
施
に
む
け
て
は
様
々
な
課
題

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
国

か
ら
も
、
商
工
会
議
所
等
を
通

じ
て
共
同
で
実
施
す
る
こ
と
な

ど
が
示
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、

明
ら
か
に
な
る
国
や
大
阪
府
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
注
視
し
、
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
支
援

の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

―
Ｄ
Ｖ
問
題
に
つ
い
て
―

問

本
市
に
配
偶
者
暴
力
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ

と
は
、
Ｄ
Ｖ
被
害
か
ら
逃
げ
て

お
ら
れ
る
方
の
大
き
な
力
に
な

る
と
考
え
る
。
本
市
の
現
状
で

は
、
Ｄ
Ｖ
相
談
員
に
相
談
し
て

も
、
結
局
は
府
の
配
偶
者
暴
力

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
て

も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
例
え
ば
、
本
人
に
と
っ
て

必
要
な
物
を
以
前
の
住
ま
い
に

取
り
に
行
く
際
な
ど
に
、
身
の

危
険
を
取
り
除
く
た
め
、
地
方

裁
判
所
に
保
護
命
令
を
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
手

続
も
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
私
は
早
期
に
本

市
も
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
す
べ
き
と
思
う

が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

人
権
文
化
部
長

市
民
の
皆
様

の
安
全
、
安
心
を
守
る
相
談
機

関
と
し
て
現
在
の
専
門
相
談
窓

口
で
担
い
切
れ
て
い
な
い
点
、

よ
り
丁
寧
な
被
害
者
支
援
を
進

め
る
た
め
に
充
実
さ
せ
る
点
な

ど
、
相
談
機
関
と
し
て
の
機
能

を
ど
う
高
め
て
い
く
の
か
調
査
、

研
究
を
鋭
意
進
め
る
。

―
地
域
共
生
社
会
に
つ
い
て
―

問

地
域
共
生
社
会
の
前
段
の

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、

高
齢
者
に
必
要
な
自
立
支
援
を

行
う
仕
組
み
で
、
自
助
、
互
助
、

共
助
、
公
助
の
組
合
せ
が
肝
に

な
る
。
し
か
し
近
隣
住
民
と
の

―
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て
―

問

本
市
で
も
陽
性
者
が
多
か

っ
た
４
月
は
自
宅
・
宿
泊
療
養

が
５８０
名
と
自
宅
で
重
症
化
す
る

人
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
医
師

会
に
依
頼
し
て
病
床
の
確
保
と

自
宅
療
養
者
へ
の
往
診
な
ど
の

仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
が
ど
う
か
。

健
康
部
長

医
師
会
な
ど
関
係

機
関
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

問

高
齢
者
・
障
が
い
者
施
設

に
お
け
る
無
症
状
者
へ
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
で
４
月
に
１５
人
の
陽
性

者
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
７
月
以
降
も
継
続
実
施
す
べ

き
だ
が
ど
う
か
。

健
康
部
長

高
齢
者
施
設
等
へ

の
集
中
的
検
査
も
関
係
部
局
と

調
整
す
る
。

問

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、

１
人
暮
ら
し
や
寝
た
き
り
の
方

な
ど
接
種
困
難
な
人
へ
き
め
細

か
い
対
応
が
必
要
だ
が
ど
う
か
。

健
康
部
長

ワ
ク
チ
ン
接
種
が

困
難
な
方
へ
は
、
関
係
部
局
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
訪
問
診

療
で
の
接
種
な
ど
検
討
す
る
。

―
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態

調
査
と
計
画
に
つ
い
て
―

問

本
来
は
大
人
が
担
う
介
護

や
世
話
等
を
行
っ
て
い
る
１８
歳

未
満
の
子
ど
も
の
こ
と
を
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
と
し
、
国
の
調
査

で
中
学
生
の
１７
人
に
１
人
が
世

話
を
す
る
家
族
が
い
る
と
あ
る
。

本
市
と
し
て
も
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
の
実
態
調
査
を
行
う
と
同
時

に
、
相
談
体
制
と
支
援
計
画
を

持
つ
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

理
事

子
ど
も
す
こ
や
か
部
や

教
育
委
員
会
な
ど
関
係
部
局
と

支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
や
実
態

把
握
の
方
法
等
を
検
討
す
る
。

―
「
生
理
の
貧
困
」
と
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
に
つ
い
て
―

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
以
降
、
経
済
的
な
理

由
で
生
理
用
品
の
入
手
が
難
し

い
、
い
わ
ゆ
る
「
生
理
の
貧
困
」

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
市
は
、

災
害
用
備
蓄
物
資
の
生
理
用
品

を
イ
コ
ー
ラ
ム
の
女
性
相
談
窓

口
と
小
・
中
学
校
の
保
健
室
に

配
備
し
た
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
か
ら
必
要
な
人
に
届
く
よ
う

に
公
共
施
設
や
小
・
中
学
校
の

女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
備

え
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

学
校
教
育
部
長

学
校
で
は
、

養
護
教
諭
な
ど
が
保
健
室
で
管

理
、
対
応
し
て
い

る
。

―
補
聴
器
購
入
補
助

制
度
に
つ
い
て
―

問

難
聴
の
進
行
を

遅
ら
せ
、
認
知
症
の

予
防
の
た
め
に
も
早

期
の
補
聴
器
補
助
制

度
を
つ
く
る
べ
き
だ

が
ど
う
か
。

福
祉
部
長

国
や
他

市
の
動
向
な
ど
に
注

視
し
、
補
聴
器
購
入

の
支
援
な
ど
の
研
究

を
行
う
。

補聴器の購入に補助制度を!

（
次
頁
に
つ
づ
く
）

東

大

阪

政

心

会

個
人
質
問

鳴
戸

鉄
哉

日

本

共

産

党

個
人
質
問

嶋
倉
久
美
子

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
抑
止
へ
抜
本
強
化
を
!

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現
へ
!

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
た
め
に
も
早
急
な
配
偶
者

暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
!

東 大 阪 市 議令和３年８月１５日（５）


